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教職大学院で何 を獲得す るの か ？

一 全 国教職大学院学生意識調査 よ り
一

　吉 田　文 （早稲 田大学）　　 　　 　 ○河野

○御手洗　明佳 （早稲田大学大学院）　 ○松本

○飯 田　陸央 （早稲田大学大学院）

志穂 （早稲田大学大学院）

暢平 （早稲田 大学大学院）

騾P
蕪 鯲 購 鮴 航

研
究
発
表
皿

1．課題の 設定 と分析 の 方法

　本発表は、教職大学院の学生が どの よ うな能

力を獲得 し て い るか を明 らか にす る こ とを 目的

とする。専門職 と して の教員の養成を 目的とす

る教職大学院であるが、学生 は どの よ うな能力

を獲得 して い るの だろ うか。また、どの よ うな

意識や行動が能力 の 獲得に寄与 して い るの だろ

うか。学生 の能力獲得に関して は こ れ まで 、大

学生 の 学習成果 を問 う研究と し て学生の 学習行

動 の 把握 とそ の 規定要因 を明 らかに しよ うとす

る研究が お こ なわれ て きた （小方 2008，2011，
溝上 2009，溝上 ・中間・

山 田［他］2009 な ど ）。

そ して 、学習以外 の 大学生活 の 過 ご し方 が 授業

で の 知識 ・技能 の 獲得に効い て い る とい う結果

（溝上 2007，2009）や、社会あるい は他者 と

の 繋が りを多く含む正課外 の経験が汎用的技能

の 獲得に影響す る とい う結果 （山 田・森 2010 ）

が示 され て い る。だ が 、こ れ らの 研究は学部の

学生を対象とし汎用的能力の獲得を学習成果 と

して い る点で 、われわれ の 目的とは方 向を異に

する。われわれが明 らか に し たい の は、専門職

と し て 必 要な能力 の 獲得が教職大学院にお い て

ど の 程度可能 な の か、学部新卒者 と現職教員で

は能力の 獲得度合い やそ こ に至 る道筋に異同が

ある の か につ い て で あ る。

大 学院 進 学 の 目的

　 教職 意 識

（キ ャ リア ／教 員の

　 あ り方）

学習行動

能

力

獲

得

的能力や汎用的能力 の 獲得に関連 して い るの か、

b．大学院にお ける学習行動が能力獲得 に関連 し

て い るの か、c．意識 と行動の相乗効果 で能力獲

得が促進され るこ とはあ るの か とい う3 点で あ

り、 大学院進学まで に異なる経験を重ね て きた

学部新卒者 と現職教員に分け て分析する。

　分析に 用 い る データ は、全国の 教職大学院在

学者を対象に 2012 年 11 月〜12 月に実施 した

ア ン ケ
ー

ト調査 で ある （全 25 校中 20 校 実施、

配布数 1397 通、回収数 534 通 、回収率 38 ％）。

質問紙で は 、教職に必要 とされ る 5 領域 26 項

目の 能力 （具体的に は 、「授業力」 「学級運営や

児童 ・生徒理解」 「学校運営」 「学校外 との連携」

「一般的な能力1）を問 うたが、本発表 で は職業

的能力として 「授業力 （具体的に は 、授業 の 専
門知識／授業 展 開 の 技術）」 と 「学校経営力 （具

体的に は 、教員組織を統率す る方法／若手教員

の 育成 に関する知識）」をとりあげる ， 職業的能

力を こ の 2 っ とした の は、教職大学院が実践的

指導力 の 育成 とス ク
ー

ル リーダー養成 を 目的に

掲げ て い る た め で ある 。 また、先行研究 との 関

連 を検討する ため 「汎用的能力 （具体的 には、

社会全体が直面する様 々 な問題 の 理解）」も取 り

上げる。そ の他の変数に関 して は、進学 目的に

関 して は、積極 陛を表す変数 と し て 「指導を受

けた い 教員が い る」 と 「なん となく自分の 現状

を変えたか っ た」 を、教員個人 の キ ャ リア の 志

向性 を表す変数 と して 「教員 の 給与は能力 給で

あ る べ きだ／年功給 で あ るべ きだ」 を、教職全

般 に対する考え方に 関する変数 として 、「教職は

聖職か 」 をと りあげた 。 また、学習行動 を表す

変数は、自発的な学習に着 目するため学習行動

と して 「専門書を読む 」 「読書会や勉強会に参加

する」 「セ ミナ ーやシ ン ポ ジ ウム に参加する 」を

とりあげた 。

　　　　　　 図 1，分析の枠組み

　分析の枠組み は 図 1 に示すよ うに、a．大学院

進学の 目的と教職意識 （教員個々 人の キ ャ リア

や教職 の あ り方全般に 関す る考え方）が、職業

2．学生 は どの よ うな能力 を獲得 した の か

（1）大学院学生 の 全 体傾 向

　学部新卒教員、現職教員 、 両者 を含めた全体

的な能力獲得の分布 を確認すると、「授業力 」や
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「一般的能力 」 は身 につ い た と答 える学生が 過

半数を超 えて い た。他方、「学校経営力 」で は 「身

に つ い て い な い 」 と答 える学生が過半数を越え

て い た 。

（2）学部新卒者 と現職教員 の 比 較

　各能力の代表的能力 に つ い て 、学部新卒者

（n ； 311） と現職教員（n ＝ 221 ）で分けた と こ ろ 、

両者で顕著な結果の差が出た の は 「学校経営力 」

で あっ た （図 2−1）。

　　　　　　　　 　　　　ew　め　ww
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図 2−1． コ ース 別、能力獲得の 状況

　現職教員で は学校経営力 の うち 「教員組織 を

統率す る 方法 」 にっ い て 「身に つ い た 」 と答え

た学生が 74．1％を越えて い る の に対 し、学部新

卒者で は 26．3％ だ っ た （p く ．001）。授業力や汎

用的能力 と比較 して学校経営力は、教員経験の

ない 学部新卒者に は獲得し に くい 能力 で あ る こ

とが伺 え る。教職大学院にお い て、学校経営に

関す る能力の育成は 重要な 目的だが、それ は 自

己の 能力 と して 定着させ る に は
一

定 の 経験 が必

要なの か もしれ な い 。

　　　　　　　　　　　　　（御手洗　明佳）

3．積極的 な入 学 目的、学習行動 と能力獲得

　本節で は、学部新卒者 と現職教員で能力獲得

の 度合 い が異 なる とい う前節ま で の 知見をふま

え、各群内で よ り能力を獲得す る の は どの よ う

な学生な の かを明 らか にするため、入学目 的 と

在学中の学習行動が能力獲得 に与える影響を分

析す る 。

　学部新卒者で 入 学 目的 と能力獲得の 関連をみ

ると、積極的な入学 目的 （以 下、積極 日的）を

持っ こ とで授業力、学校経営力 、 汎用的能力を

獲得 して い た。入学 目的と学習行動の 関連をみ

ると、積極 目的を持 っ こ とで学習行動を多くお

こなっ て い た 。 学習行動 と能力獲得の 関連 を み

ると、学習行動を多くお こ な うこ とで 授 業力、

学校経営力、汎用的能力を獲得 し て い た 。

　現職教員で 入学 目的と能力獲得 の 関連をみ る

と、積極 目的を持つ こ とで 授業力、学校経営力、

汎用的な能力を獲得 して い た 、 入学 目的と行動

の 関連をみ ると、積極 目的を持つ こ とで 学習行

動を多 くお こなっ て い た。学習行動 と能力獲得

の 関連をみ ると、学習行動を多くお こなうこ と

で学校経営力 と汎用 的能力を獲得 し て い た 。

　 さらに、目的ある い は学習行動 が どの よ うに

能力獲得 に関連す るか を分析 した （表 3−1 お よ

び 3−2）。学部新卒者 の 場合、積極 目的を持ち学

習行動 を多くお こ な う者が授業力をよ り獲得 し

て い た。現職教員の場合、積極 目的を持 ち学習

行動を多 くお こ な う者 が学校経営力、汎用的能

力 をよ り獲得し て い た。

表 3−1．目的 、 行動 と能力獲得の状況 （学部新卒者）

授業展 開の 技術

読書会へ の参加身につ いた身につ かず
合計 ω p

よくす る 87．013 ．0100 ．0（77）
★

指導を受けたい

教員がい るあまりしない 70．429 ．6100．0（27）

よくす る 79．820 ．2100 ．O（99）指導を受けたい

教員がいない あまりしない 75，224 ．8100 、0（101）
’

P く ．05

表 3−2．目的、行動と能力獲得の状況 （現職教員）

教員組織を統率する力

読書会へ の参加身につ いた身につ かず
合計 ω P

よ くする 86．014 ．0lOO ，O（43
★

指導を受けたい

教員が い るあま りしない 60．040 ．0100 、O（20

よ くする 75．424 ．6100．0（65指導を受けたい

教員がいない あまりしない 70．129 ．9100 、0（87

tp
＜ ．05

　以上 の 分析を通 じ、学部新卒者
’
、現職教員 と

もに積極的な人学 目的を持つ ほ うが能力 を獲得

しやすい こ とがわか っ た 。 また、学習行動 を多

くお こ な うほ うが能力 を獲得 しやす い こ とがわ

か っ た。積極 日的を持つ 者は よ り学習行動が増

し能力獲得 の 度合 い を高める の で はない か とい

う観点 か らも分析 し た と こ ろ 、積極 日的を持 ち

学習行動 を多くお こ な う学生は、学習行動 の 少

ない 者よ りい くらか の能力で獲得の 度合 い が高

い こ とがわ か っ た。そ して 、学部新卒者と現職

教員 の 違い か らは、積極 目 的を持 ち、学習行動

を在学中にお こ な っ た と して も、獲得 した能力

の 種類は両者間で 異な る こ とを確認で きた 。 教

職大学院における学部新卒者 と現職教員とい う

2 つ の カ テ ゴ リは、実務経験の有無 とい う立場

の 違い に とどまらず 、獲得す る能力の 種類に も

違い を生み出 し て い ると考え られ る 。

　　　　　　　　　　　　　　（松本　暢平）

4．教職意識 、 学習行動 と能力獲得

（1）地位の 志向性 と能力獲得
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　教員 と して勤務する際に どの よ うな処遇を望

むか に よ っ て、能力獲得に違 い はあるの だろ う

か。た とえば、処遇の
一
形 態で ある給与に関 し

て 、個人 の 能力に応 じた給与体系 を志向する者

は 、年齢 に対応 した給与体系を志向する者 よ り

も、自己研鑽 の 意識が高 く能力獲得に も積極的

な の で はな い か。教員とい う職業では、個 々 人

に対する評価 と給与 の 結びつ き は 必ず しも強 く

な い が、キ ャ リア に 対する意識 と して 上昇志 向

か 安定志向かは、能力獲得に影響を及ぼす と思

われる。本項で は、教員の 給与 に関する考え方

として、年功給 を支持 した者を 「1二昇志向」 と

名付 け、能力給を支持する者を 「安定志 向」 と

名付 けた 。 そ して 、こ うし た地位の 志向性 と大

学院生活におけ る学習行動お よび能力獲得の 関

係性を分析し た、

　地位 の 志向性 につ い て 、学部新卒者 と現職教

員 の 分布 を見 た と こ ろ、両者で 統計的な有意差

はなか っ た もの の 、能力給 と年功給を志向す る

者 は両者 ともに 半々 で あっ た （学部新卒者 の う

ち上 昇志向は 48．1％、現職教員 の うち上昇志向

1ま 47．9％）。

　2．（2）で述べ たよ うに、現職教員に くらべ
、 学

部新卒者の 学校経営力 の獲得は低い が、表 4−1

に示すよ うに 、．ヒ昇志向の 者は安定志向 の 者 よ

りも多く獲得 し て い る。

表4−1−1．学部新卒者 地位の 志向性
一
学校経営力獲得 （％）

身に っ い た　 身 につ かず 合計（n） P

上昇志向 32，2　　　　 67，81ヒ 100．0（146）
去

安定志向 20，8　 　 　 　 79．2− 一一 lOO．0（159）
“

P ＜ ．05

　では、地位 の 志 向性 と学習行動、学習行動 と

能力獲得、さらに こ れ ら 3者 （地位の 志向性
一

学習行動一能力獲得）の 関係 は どうで あ ろ うか。

　ま ず 、地位 の 志 向性と学習行動にっ い ては、

専門書を読む頻度が高 い の は上昇志向の者で あ

る。週 3〜4 日以上専門書を読む の は、上昇志 向

の 者で は 56 ．1％で あっ たが、安 定志 向の者で は

34．0％ で あ っ た （p ＜．001）。次 に、学習行動 と

能力獲得 につ い て は、専門書を読む頻度が 高い

者 の 方 が学校経営力を獲得 して い る。専門書 を

読む頻度が 週に 3〜4 日以上 の 者で は 、学校経営

力を獲得 した の は 31，9％で あ っ た が 、それ以下

の頻度の者で は 21．9％ で あ っ た （p ＜．1）。最後

に 、 地位 の 志向性 と学習行動 と能力獲得 にっ い

て は、表 4−1−2 に示すよ うに、上昇志向の者で

10％ 水準 で 有意 とな り、専門書を読む頻度が高

い 者 の 方が 読む頻度 の 低い 者 よりも、学校経営

力を獲得 して い た。

表4−1−2．学部新卒者　地位志向性
一
学習行動

一
能力獲得 （％）

学校経 営力

専門書

講読

身に

つ い た

身に

つ かず

合計（n） P

上昇
志 向

週 3−4 日以 上 38．661 ．4100 、0 

それ以下 23．876 ．2100 、O〔63）
†

安 定

志 向

週 3〜4 凵以 上 22．277 ．8100 、0〔54）

それ以下 20．279 ．8100 ．0〔104）

†P く ，1

　現職教員 の 場合 も、地位の 志向性 と獲i得に関

連が ある能力は、学校経営力で あ る。 表 4−3 に

示すよ うに 、有意水準は 10％と低 い もの の 、上

昇志向 の 者 の 方が安定志 向の者 よ りも学校経営

力を獲i得 し て い る。

表4−1・3，現職教員 地位の 志向性
一
学校経営力獲得 （％）

身につ い た　 身につ かず 合 計 （n ）
P

［
．
昇志 向 79．6　 　 　 20．4− 一 100．0（103）

安定志向 69．0　　　　31．01   0，  （113） †

†P く ．1

　し か しなが ら、現職 教員の 場合は 、学部新卒

者とは 異な り、地位 の 志向性は い ずれ の 学習行

動 とも関連性 を持 っ て お らず、また い ずれ の 学

習行 動 も学校経営力の獲得 と関連 して い ない
。

　学校経営力は、管理職 になっ た際に必要性が

増す能力 で あ り、学部新卒者で あれ 現職教員 で

あれ 、上昇志 向の 強 い 者が こ の 能力 を獲得 して

い るとい うこ とは想像に難 くない 。

　学部新卒者の 場合、学校経営力の獲得度は現

職教員に くらべ 高くない もの の 、上 昇志向を持

つ こ とが学校経営力 の 獲得度の 高さに 直接っ な

が っ て い る。また、上昇志向を持っ だけ で な く、

専門書を読む とい う学習行動 を伴 う者に 関して

は、更に学校経営力を獲得 して い る。

　他方、現職教員の 場合は、教職大 学院に お け

る学習行動 に 関わ らず、−E昇志向 の 者 の 方が安

定志向 の 者よ りも学校経営力を獲得 し て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 （河野　志穂）

（2）聖職意識 と能力獲得

　本節は、教職に対する意識と在学中の行動が

能力獲i得に 与える影響につ い て分析する。本調

査 で は教職に対する意識 を 20 項 目問うたが、

そ の なかか ら教職を総 じて どの よ うな職業 とと

らえ て い る か を表 して い る と考え られ る専門職

意識 と聖職意識に着 目した。専門職意識につ い

て は教職大学院 の 制度か ら、教育プ ロ グラム は

専門職 として の 教員を養成する こ とを念頭に 置

い て い るが 、学生 も大 半が教職を専門職 と考 え

一 230 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

て い た 。 聖職意識につ い て は全体 （N ＝ 534）の

43．8％、学部新卒者等 （N＝310）の 37．1％ 、 現

職教員 （N ＝ 221）の 54．4％が教職を聖職と考え

て お り、学部新卒者よ り現職教員 の 聖職意識 が

高か っ た。そ こ で 、学生 の 聖職意識に焦点 を絞

り、聖職意識 と在学中の 行動が能力獲得に与え

る影響を分析する 。

　 学部新卒者で聖職意識 と能力獲得 の 関係 をみ

る と、聖職意識を持つ こ とで汎用的能力を獲得

して い た 。 聖職意識 と行動 の 関係をみると、聖

職意識を持つ こ とで学習行動 を多くお こな っ て

い た 。

　 現職教員で聖職意識 と能力獲得の 関係をみ る

と 、 聖職意識を持 っ こ とで授業力 、 学校経営力、

汎 用的能力を獲得してい た。聖職意識 と行動の

関係をみると、聖職意識を持つ こ とで学習行動

を多くお こ な っ て い た。

　 さらに、聖職意識 と行動が ど の よ うに能力獲

得に関連するかを分析 した 。 学部新卒者の 場合、

聖職意識を持ち学習行動を多くお こなう者が授

業力、学校経営力 をよ り獲得 して い た 。 現職教

員の場合、聖職意識を持ち学習行動を多くお こ

な う者が授業力、汎用的能力をよ り獲得し て い

た 。

　 以上 の こ とか ら、教職大学院にお い て 、学生

は聖職意識を持 つ こ とで学習行動に対 するエ ン

ゲージメ ン トが促され 、それ を持たない者よ り

能力獲得の 度合い が高い こ とがわか っ た 。 ただ

し、同じ 「聖職」 とい うこ とばで も年齢によ っ

て それが指す もの は 異 な る と考え られ る 。 それ

ぞれ の 世代が持 つ 聖職意識を綿密に 区分 した う

えで 行動あるい は能力獲得との 関係を分析する

必要が あるだろ うが、それは今後の課題 と した

い
。 なお、聖職意識 と本調査 で間 うた 20 項 目

の 意識 の 関係をみ る と、学部新卒者で 6 項目、

現職 教員で 10 項 目と関連が あ っ た 。 そ して
、
「教

職は現行の 4年間の養成で充分である」、「教員

は高い社会的地位 を得て い る」、「教職は高度な

採用試験がお こ なわれて い る」 の 3 つ が学部新

卒者 と現職教員で 共通し て い た 。 そ の 全体的な

特徴 とし て、聖職意識は教職が現状ですで に高

い 社会 的威信を持 ち、それに就 くには厳 しい 選

抜が設定されて い ると考える者に持たれる意識

で あ り、職務に対する 自信 と誇 りを持っ 者が能

力獲得の 度合 い を高めて い ると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　（飯田　陸央）

5．ま と め

　こ こ ま で の 分析をま と めれば、学部新卒者は

職業的能力の うち 「授業力」 を獲得し 、 現職教

員は 「授業力」 とともに 「学校経営力」 も獲得

して い た。学部新卒者 と現職教員の い ずれ にお

い て も能力をよ り多く獲得するの は積極的な入

学目的を持 ち 、 正課外 で の学習行動 を多くする

者で あっ た。興味深い こ とは、学部新卒者も現

職教員も、同様 の 進学 目的 をもち、同様の学習

行動をと っ て い て も、獲得する職業的能力 が 異

なっ てい るで あ っ た 。 また 、 全体傾向で は 、 学

校経営力を身に つ けに くか っ た学部新卒者の な

かでも、個人 の キ ャ リア に関して 上昇志向が高

くさらに学習行動を多 くお こ な う者が それ を伸

ばして い る点は特徴的で あっ た。さらに、教職

を聖職とみなすか否か とい う規範意識と能力獲

得 との 関連で は、学部新卒者、現職教員ともに

聖職意識 を持ち、学習行動 を多くお こ な う者は

職業的能力 も汎用的能力 も獲得する傾向がみ ら

れた。

　おおむね正課外の 学習行動は能力獲得に結び

付 い て い るが、それは どの よ うな意識 を もっ か

に よ っ て異な り、 そ の 意識 も進学にあた っ て の

明確な目的の みならず、自分の 将来の キ ャ リア

をどの よ うに展 望し てい るかが、職業的能力 の

獲得に関連 して い た。専門職 とい うキ ャ リア を

どの よ うに展望 できる の か
、 ある い は させ る こ

とが で きるか、こ うした課題が示唆 されて い る

よ う｝こ，思 う。
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